
■コミュニティと仲間■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 336号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：第 3回メルマガ談話室（ひとまず完結）  

 

今週も金曜日の朝、メルマガをネタに気軽に話す zoom会議を行います。 

お付き合いいただくMakiさんとは、全 3回のお約束でしたので、ひとまず今週で完結します。 

 

第３回のメルマガ談話室は・・・ 

日時：10/01(金) 8:30から、とりあえず 40分 

Zoomミーティングに参加する 

https://us02web.zoom.us/j/88971154968?pwd=Zzg0SUs1M1AvZDZoQTBmZy85VEE3dz09 

ミーティング ID: 889 7115 4968 

パスコード: 209254・・・です。 

 

どなたでも参加自由ですが、内容は公開発信しますので、必要に応じてミュートにしたり、カメラを切ってくだ

さい。 

なお、これまでの分は youtubeチャンネル「松村拓也のメルマガ談話室」でご覧いただけます。 

https://www.youtube.com/channel/UC5RK-L-OHlFKXI4ds3pqTJg  

 

今後もご参加いただける方さえいらっしゃれば、いつでも開催いたしますので、ご連絡もお待ちしています。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



2. ブログより：コミュニティと仲間 

 

朝ドラ「おかえりモネ」がもうじき終わる。 

このドラマは、東日本大震災の日に外出先から地元に戻れず、家族や友達と震災の悲しみを共有できなかった主

人公の物語。 

疎外感を感じ、地元を飛び出したものの、行った先の人々に温かく受け入れられることで、その優しさに報いた

いという思いが募ってくる。 

やがて、新たな地にも、故郷にも、自然災害という共通の課題があることに気付き、その被害を防ぐために気象

予報士を目指し、気象ビジネスに取り組む東京の会社に就職する。 

だが、公的な放送では、一部の地域に特化した対応に限界があり、地域の一員となって役割を担う必要を感じる

ようになる。 

ついに主人公は、故郷への負い目やわだかまりを踏み越えて、地元に帰る決意をする。 

・ 

いきなり、朝ドラのあらすじを語ってしまったが、これが僕の眼から見た「おかえりモネ」だ。 

まさに今、僕が「コミュニティづくり」に取り組む中で、感じることを見る毎日だった。 

僕はコミュニティのことを「何かを共有する仲間たち」と定義するのだが、これはもっともらしい説明に過ぎず

実用性に乏しい。 

特に「コミュニティの構成員」を示す言葉として、「仲間」が最適だと感じているものの、その説明を怠ってきた

気がする。 

だが、「おかえりモネ」は、仲間とコミュニティの関係について様々な切り口から僕に手掛かりを与えてくれた。 

誰もが持っている仲間意識と、そこから生まれる負い目と疎外感。 

そして、コミュニティへの帰属願望と受け入れについて、意見を述べたい。 

・ 

まず、仲間とは、何かに所属するメンバーのこと。 

会社の仕事や学校のクラス、遊びやスポーツなどのグループのほか、家族や親せきも含まれる。 

苦楽を共にすることで、相互理解を深め、互いを尊重し助け合う関係を構築する。 

ドラマでは、故郷である気仙沼の離島「大島」や、初めの移転先「登米（とめ）市」などの地域コミュニティの

メンバーを指し、その後東京では、銭湯を活用したシェアハウスのメンバーや、就職先の企業や勤務先のテレビ

局など職場のメンバーを指す。 

地域では行政と市民、店員と顧客、医師と患者など、そして東京では家主と入居者、上司と部下、クライアント

と顧客など、メンバーの属性は様々だ。 

だが、そこには必ず上記の関係性にとらわれず、金銭で精算できない人間関係が存在する。 

・ 

そして、仲間たちがメンバーとして所属する先、つまり仲間の全体をコミュニティという。 

311 の数日後に戻った時、故郷のコミュニティの一部から責められることに、主人公は疎外感を感じてしまう。 

コミュニティに馴染んでいた元の自分を見失った主人公は、明確な目的も持てないまま「島を出る」と宣言して、

新たなコミュニティに飛び込んだ。 

温かく「承け入れてくれる」登米の人たちに対し、「溶け込みたい」と振舞うことで、むしろ「何かから逃げてき

たことへの気遣い」が生まれることを、主人公は感じてしまう。 

ここで言う「承け入れる」とか「溶け込みたい」とは、まさにコミュニティが何かを共有する仲間たちであるこ

とを示している。 

だが、共有できない時の「疎外感」や、新入者への「気遣い」は、「所属の願望」というよりむしろ「所属の前提」



に思える。 

・ 

あえて僕は、人間が生きるには、コミュニティへの所属が不可欠と仮定する。 

だとすれば、コミュニティから脱出し、孤立したまま生きていくのは困難だ。 

そこで、社会的な属性や上下関係、そして金銭的な清算手段が、コミュニティへの所属を免れる手段として発達

したのかもしれない。 

その証拠に、コミュニティへの帰属意識や疎外感は、これらの社会的、金銭的問題とは別物だ。 

ドラマの中でも、仲間に必要なのは強さや賢さでなく、しぶとさや明るさだと言っていた。 

・ 

だから、コミュニティには無理に留まる必要も無ければ、戻るのに躊躇する必要もない。 

いつでも帰ることができる上に、帰らなくても良いのだから、それは「帰る権利」と言えるだろう。 

この「帰る権利」さえあれば、私たちはコミュニティに所属していることになる。 

この権利を守るには、帰る先を存続させること、つまり「コミュニティ＝仲間たち」を持続することこそが、一

番大切なことだと思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20210927/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）09/28 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

10-17時 〇アントレハウスいづみ※（反町） 

（水）09/29 ■〇◎なのに作業日 09-14時 

（木）09/30 ■〇◎なのに作業日 09-12時 

（金）10/01 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   8時半～ ■第 3回メルマガ談話室（zoom） 

   15-16時 ▲リファイニング見学会（早稲田） 

   17-18時 ●Yさんち訪問（竜泉） 

 20-22時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 10月例会（リモート） 

（土）10/02 ■〇◎笑恵館作業日 09-21時 

 09-17時 〇アントレハウス笑恵館※（笑恵館） 

（日）10/03 ■〇◎なのに作業日 09-21時 



（月）10/04 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

10/05 10-17時 〇アントレハウスいづみ※（反町） 

10/06 19-21時 〇アントレハウスいづみ※（反町） 

10/09 09-12時 ▲みたか多世代のいえ定例会（zoom） 

10/13 10-12時 ▲HFA定例会（渋谷） 

10/14 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/14 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/14 19-21時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

10/19 10-12時 ▲相談：内田さん（反町） 

10/21 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

10/28 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/01 20-22時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 11月例会（リモート） 

11/03～11/05  ▲視察旅行（佐渡） 

 

※アントレハウスは、申込制のよろず相談・説明会 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


